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流通とＳＣ・私の視点 

2009 年 9 月 13 日 
 

成果の思考プロセスとは!! 
 

流通業のみならず多くの業界において｢成果｣は絶対的要件です。成果のない行動はビジネス業界において

は必要ありません。また、ビジネス業界においては、やってみなければ分からないでは企業ビジネスとして

は失格です。 

そこで、私の成果を出すノウハウの思考プロセスを示させていただきます(六車流：流通理論)。 

まず、情報の把握(知ること)から始まります。多くの経験や知識や起っている現象から知ることが情報の

把握であり、知ったことを体系立てたことを｢情報｣といい、この知識や情報を得ることが、その後の理論、

戦略、戦術、運営へと進むために必要です。この中で、レベルの高い知ることを｢見抜く｣と言います。 

このレベルの高い知識を体系化すると｢理論｣となり、理論の中から成果を創出すると｢戦略｣となり、戦略

を具体化すると｢戦術｣となり、戦術で具体化したものを長続きさせることを｢運営｣と言います。 

以下、フォーマット化すると次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機構論(どのような性格の人が本来行う業態なのか)で示すと、｢情報は評論家｣｢理論は学者｣｢戦略は経営

者｣｢戦術は実務家｣｢運営も実務家｣となります。コンサルティングは、この全ての分野あるいは、一部の分

野を依頼者の委託を受けて行う業務です。 

(株)ダイナミックマーケティング社
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代  表 六
む

 車
ぐるま

 秀  之   

視点(1147)  

情報
(知るノウハウ＝知識)

①経験(過去の行動で得たこと)

②知識(人、本、メディアから得たこと)

③現象把握

(起こっていることから得たこと)

理論
(体系化するノウハウ)

①メカニズムの解明(何故そうなっているのか)

②発想(自分なりの考え方で表現)

③組み立て(ノウハウを共有できるよう
に体系化する)

戦術
(能率良く仕上げるノウハウ)

①リファイン(より精度高く仕上げる)

②スピード(より速く仕上げる)

③ローコスト(より廉価に仕上げる)

④リニュー(より斬新に仕上げる)

⑤オリジナリティ(より独創的に仕上げる)

戦略
(成果を出すノウハウ)

①勝ちパターンづくり(独自分野で敵の参入
を許さない仕組みづくり)

②数値アップの根源の展開

③競争相手や顧客の知らないことを見抜く

運営
＜持続可能とするノウハウ＞

①長期繁栄システム
②精度向上システム
③変化対応システム
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